








































に顔を出され稽古を見学する を日課とされていたが、体力の衰えからか、だんだん お顔を拝見する機会が少なくなっていっ 。当時越知先生はブラジルへ渡ってきてからの歴史をまとめていると話されていたが私のベレン在任中に完成されることはなかった。
私はその後サンパウロへ移り、一九九五（平成七）年
にブラジルでの任務を終え日本へ帰国したため、越知先生とはベレンを離れ 以来お会いすることはなかったが、その後、越知先生 亡くなられた事を知り、まさに巨星 堕ちた脱力感 覚えた。開拓者として海を渡っ先輩方の歴史を留めておくことは後世 残 た後輩の責務であろう。
転換
母校国士舘からブラジルのベレンへ行って空手道の指
導をしてくれないかと相談を受けたのは大学卒業後、会社勤め 始めて間もないころであった。私 子供のころ占い師にみてもらったことがあり、将来親元を離れ外国で暮らすようになると言われたそうである。いつごろからか外国で暮らしてみたいという漠然とした願望を持っていた私は、ブラジル赴任の依頼を受け大きく心を動かされ運命のような流れを感じた。アマゾン川河口の町ベレンという、その当時の生活からはあまりに け離れ世界に、当初戸惑い あったが、心の整理をつけるのにそれ程時間はかからなかった。
私は一九八二年四月一日付けで国士舘に奉職した。前
























































に所在し生活には大変便利なところである。ベレン市中心街の街路樹は樹齢三〇〇年を越すマンゴー並木で雨季（一二月～五月）になると街中のマンゴーが実をつけ、風に吹かれて実を落とし街中がマンゴーの香り 覆われる。この時期はバスに乗っていても屋根にマンゴーがゴトンと落ちると運転手はバスを止め 拾いに行くが乗客は文句を言わない。商店やオフィスの前に が落ち人々が拾いに家から飛び出す光景 南国らしく微笑ましい。私も早朝早起きしてマンゴーを拾 たこと あったが、子供達がマ ゴー拾 をし 小遣い稼ぎをしている邪魔をするような気がして止めた。マンゴーの季節には、一日中マンゴーの木の下で、落ちてくるマンゴーを売って暮らしているような者も現れる。
ベレンの気候は、雨季では三〇度～三二度くらいで湿
度は八〇～九〇％と高温・多湿だ 、日中にスコールという三〇分くらいの 時的な雨が降り気温が下が 。植物が多く茂っているため日陰に入 と涼しく夕方は風もありしのぎ易い。このような気候なので普段は短パンビーチサンダル、上はＴシャツかランニ グ、くつろだところでは上半身は裸ですごしてい 。 かし 日中の日差しは強烈で、昼時間一二時～一四時ころは特定の商店街以外は店を閉めている。着任直後 そうとは知ら
ずに昼に買い物に出たところ、探しているものを売っている店はどこも閉まっており二時間近く炎天下を探し回り、結局諦めて帰ったが熱中症のようになり寝込んでしまったことがあった。
武道館二階には町田先生が家族と暮らしていた。町田











































の店で午前中だけ売られていた。街 ころどころにバラック小屋のような売店があるが必ず開店しているとは限らず開店しているときは の前に四角の赤い旗 出ている。売店ではアサイの実を、中が攪拌機 なって る
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専用の機械に入れ、ゆっくりと回転させ薄皮が擦れ合いどろどろ 液体となって下に溜まるジュースを原液のままや水で薄めて売っている。奥地で暮らす現地の人達は大きなタライのような器にアサイの実をいれて手で実を擦り合わせアサ ジュースを作るらしい。買っ きたアサイを器に移し砂糖をくわえ スープのようにして食べるかファリーニャというマンジョーカ芋で作った粉を混ぜて食べる。水に薄めてジュースのようにして飲む人もいる。厳しい気候風土の環境下に与えられた天の恵みといえる果物アサイに感謝である。
武道館の増築工事
一九八二年当時、ベレン支部武道館は表通りに面した
門から入ると建物正面入口に受付、建物左脇 真直ぐ裏庭までの路地があり、路地に見学者用の椅子が並べてあった。路地から入れるワンフロアの板 間道場があり奥にはシャワールーム トイレ、部屋が二室あり一室は女中部屋でもう一室が指導員部屋である。路地を突き当たると裏庭があり巻き藁 二本たててあった
一九八三（昭和五八）年一月三〇日、日本でビザを取
り直して再度着任したとき、武道館は前年暮れから増築
工事が始まっており、前年一時帰国前にアパートを引き払っていた私は工事の間 武道館から少し離れた旧市街にある日本人経営の鈴木旅館に宿泊して武道館に通うようになった。鈴木旅館は長年に亘るこの地での日本人への貢献 より日本政府から表彰され 感謝状がサロン飾ってあった。この旅館には前任の車田指導員も帰国前に二か月ほど道場の増築工事のため宿泊している。部屋は六台ほど ベッドが横一列に並んだ病院 ような共同部屋で、他の客も宿泊しておりプライバシーは殆ど無い。
鈴木旅館では毎朝、 「オ、ミラベル！」と地元新聞の
名前を張り上げながら売り歩く子供の声で目が覚める。宿泊客の半分以 が日系人である。この時期 生活は、鈴木旅館から武道館へ朝稽古に行き、午前中 レッスンがある日はそのまま残り指導。昼はいったん旅館に戻り昼食後、また武道館へ戻るという日課 。
旅館では夕方、食事の準備が出来ると宿泊客が食堂に




















の形相が変わり次の瞬間、右の肘打ちを私の頭部に打ち込んできた。私は蹴り技を繰り出した後、連続した逆突きでカルロスの懐に入っており、カルロスの肘打ちは技がつまり肘の先端ではなく小手 部分が私 頭部に当たった。続けて左の肘打ちが打ち込まれてきたので体相手にあずけてかわし、そのままつかみ合いとなり、もつれて互いに倒れこんで まった。互いに起き上がったが、回りの練習生たちは指導員同士の組手に注目し 動きを止めてしまってい のでカルロス 組手稽古を終わらせ、整列させ稽古を終了させた。
その日、練習生が全員帰り、着替えをしている時、カ
ルロスが私に話しかけてき 。稽古中に蹴り技を頭部に受け冷静さを失って まったことを反省していると、私に打ち明けてきたのだ。ポルトガル語 不十分な私に理解出来るようにゆっくりと話すカルロスの態度に誠意を感じ、この時から私とカルロスは互いに信頼関係を築たと思っている。
肘打ちという技は現在の空手道の試合では有効技とし
ては認められず 普段の稽古 おいてもコントロールが難しく危険な技であるため型 以外で使うことは少ない。しかし、反射的にこの様な技を繰り出してくる いうのは、空手道をより実戦的にとらえ稽古のなかで身に










終え剣道師範の山科守先生と日本食レストラン「博多」で夕食をともにして た時のことである。店 奥にあるカウンター席で山科先生とビールを飲んで雑談をしていると、入口近くのテーブル席にいたグループが口論 始めた。大きな声を出していた で注目していたところ一人の男が店の外に出て暫くす 何かを振りかざして戻ってきたのである。そのグル プから悲鳴が聞こえると同時に店内にいた客の殆どはテーブル 下や調理場へ
姿を隠し、山科先生と私だけがカウンターに腰掛けていた。
私は何か考えがあって逃げなかったのではなく、入口
のほうで何が起こっているのか理解出来ていなかったのである。しかし、一緒にいた山科先生は何が起きているか理解しており、私に男が銃を持っていると教えてくれた。それでも私は動こうとしなかった。横にいた山科先生がまったく落ち着い 様子で椅子に座っていたからである。男は銃を持ち怒鳴 続けていたが おもむろに山科先生は立ち上がって平然とその男の前へ進み出た。何か話している様子であ たが、暫くする 男は銃を下に向け入口から出て行った。
ただ唖然として眺めていた私は戻ってきた先生に「大







いた友人の車が行きずりの車に抜かれたのをきっ けに抜きあいが始まり、相手の車が前 出たところで路肩に止まれと合図をしてきたようで友人も路肩に停車し私も何か嫌な予感が た 仕方なく後方 停 して様子を伺うと、相手側の車から銃を持った男 降りてきて車の窓越しに友人の頭に銃 突きつけた。時間にして数分だと思うが友人は無抵抗でやり過ごし、運よ 何 無く相手の車は走り去ったと う出来事があった。
さらに、サンパウロのリベルダーデという日本人街に












ンがあり稽古の後に生徒 ちがビールを飲んでいた。誘われることもあったが仕事場である武道館の真 前で酔う気にはなれず一、 二杯付き合う程度にしていた。
休日の昼はセルピーニャ（ビール） 飲みながらカラ

























建設が請負っており、サンパウロから来た日系建築士のＳさんが担当していた。ある日、仲良くしていたＳさんとアマゾン川のみえるレストランでランチを ていた時、河のはるか向こうにかすかに岸が見えており話に聞いたマラジョー島 と思い、 「さすがにアマゾン川は大きいな」といったところ、あの岸はアマゾン川河口の中洲に位置するマラジョー島 の間 ある多くの小島の一つだと教えてもらい、 の大きさに驚くと同時に、マラジョー島に大きな興味を抱いた。アマゾン川の河口幅は最大三六〇㎞と われ、マラジョー島はその中州にある島で面積は九州より広く、日本人の感覚からは桁違いの規模である。
その後、休暇をとってＳさんとマラジョー島へ遊びに
行くことになった。出航当日、港のフェリー乗り場は多









































































ゾ・タバレス街道へ入り、四五㎞地点のバルゼン・グランデ・パウリスタ市を左折し バンデイランテス街道へ入り、三㎞進んだ四八㎞地点のバス停を右折し、舗装されていないカルモ街道を五 ほど進んだ回りを農場や別荘地に囲まれた場所にあった。 が空いていればサンパウロの中心から車で一時間半くらいの距離であろうか。
カルモ街道は舗装されていない土道で雨が降るとぬか


















芝生・道路整備・建物の補修等の作業を行っていた。用人達は陽が昇る前には自宅の鶏や畑の世話をし 、七時ころには作業に入っていた。午前中に一回休憩をり、昼休みは昼食前に池で釣りなどをして昼食を入れて二時間くらい休憩する。午後の作業が終わると釣り したり狩りに出かけたりして、夕食後暗くなると寝るという太陽の動き 合わせ 活をしている。
この地域にはいろいろな動物が棲息し、支部敷地内を
出入りしてお 、ときどき使用人たちは仕事が終 ると
狩りに出かけていた。使用人たちは年に数回、休日を使ってカピバラを狩りに出る。子豚くらいの大きさでネズミ科に属するという。彼らにとっての狩りは商売目的ではなく生活の一部 なっており、食用は勿論、毛皮の利用から煮込んで摂った油は特効薬として家で保存され、塗り薬、飲み薬として重宝される 一度、使用人頭マニエルの家の前で大きな鍋でカピバラを煮込んでいるところを見た事がある。 体このカピバラの油で作った薬で何でも治してしまうようで、彼らは滅多なこ は医者に行かない。
しかしある時、マニエルが具合が悪く医者に行きたい











デ・パウリスタ市の住民で、約八㎞の道程を週三回通ってきてくれた。支部で 空手道と剣道の指導はその後、指導職員が日本へ転勤帰国するまで一〇年以上続いた。その間、日本から四人の空手道師範を講師として招き、全伯から参加者を募り、支部内宿泊施設と武道体育館を使い、支部主催の空手道講習会及び空手道大会を四回開催した。剣道も同様 講習会・大 を開催している。
支部の活性化と少しでも収益を上げるため、ベレン支





ら、私は大きな影響を受けることとなった。Ｙ氏は医師を職業とし、ＣＰＢというバドミントンクラブの役員であり、私が支部でバドミントンク ブを開設する為にＣＰＢに入会し練習を重ねていた時 バドミントンの技術からクラブの運営方法にいたるまで親身に指導してくれた友人であった。支部バドミントンクラブの設立から二年くらい経ち、会員数も毎月三〇人～四〇人前後で推移するようになりクラブの運営も軌道 乗って ある日、私はＹ氏にこれまで 協力に謝意を表すと同時にお礼をしたいと申し出た。この時Ｙ氏は、感謝の気持ちは私にではなく他の人や社会に向けてくださいとお礼の申し出を辞退された。誰かから受けた恩 直接その人に返すのではなく別の人、社会に送るというＹ氏の考え方私は静かな感動を覚え 。こ 日以来、今日 至るま























続きをせずに不法滞在者になれば永住ビザを貰えるはずという。さすが 考えてしまった。日本の国士舘にこんな説明は通りそうもない。結局正規の更新手続きをし、並行して永住ビザの申請もした。案の定、数か月後に不法滞在者に対し永住ビザ 発給される事と った。私弁護士を通じて申請を出すと、法務局から「あなたは不法滞在者ではなく正規の更新手続きを ている で出せない」という。この国での生 方をまた一つ勉強した。
小学校入学
ベレン支部でもそうだったが、サンパウロ支部でも生
徒は殆んどブラジル人で日本語は通じ いので、拙いポルトガル語を駆使して指導して た しか 自己流では限界を感じ始めていた頃、支部主催の空手道大会を開催した際に地元バルゼン・グランデ・パウリスタ市の市議会議員で地元小学校校長の村山シゲアキ氏を招待 たことから村山校長と親しくなり、ある時小学校を訪ね入学を願い出た。村山校長は驚かれたが快く許可を出してく
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対し債務返済が不能となりモラトリアムを発表し、そ後ＩＭＦによる国家経済へ 介入、国際銀行団との債務返済繰り延べ交渉と 中が混乱し、マラリア熱に侵されたようにインフレ熱に侵されていた。一九九〇（平成二）年には年間イン 率は生活必需品では年間
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五〇〇〇％を超えていたといわれ、国民生活は限界に達していたように思われた。政府の発表する公式インフレ率はデタラメで、国は国民の信頼を失い、スーパーマーケットでは毎日のように価格が書き換えら 映画館の料金が午前と午後に値上がりして書き換えられた時には最早これまでか 思っ 。
現金を持っていると価値が下落して、指の間から現金





















ない。三時間くらい走りカンポグランデに着く 列車が待っており、直ぐに乗り込みボリビア の国境に向かった。既に夜になり辺りは真っ暗だったが湿地帯を走っているのは分かった。ブラジルとボリビアとにまたがる世界最大の湿原地帯といわれてい パンタナールである。
いつまで走っても湿原で景色は全く変わらなく、いつ
の間にか眠っていると突然列車が止まり汽笛を上げ 。車掌が「
feliz ano novo （
happy new
 year ） 」と声を上
げながらワインと紙コップを持って車両を回 て振舞っている。気さくなブラジル人 車内でワイワイと楽しんでおり、私も乾杯を受けいつ 間にか身振り手振りで輪のなかで仲間に加わっていた。











































































場所：Rodovia SP-250, km 48, São Roque-SP
時間：月曜から土曜－9 時から 17 時






くブラジル。赴任生活を通じて豊かな 触れることが出来た事は何 も代え難い経験だった。このような経験の機会を与えていただいた国士舘と諸先生方、そしてブラジルの人たちに感謝を申し上げ本稿 あとがきとしたい。
本稿を書き上げるにあたり国士舘とブラジルの関係情
報の調査にご協力頂いた国士舘史資料室と図書館・情報メディアセンターレファレンスの皆様方 お礼を申し上げます。
そして最後に、ブラジル赴任中から今日に至るまで私
を支えてくれた妻と息子 この場を借りて感謝を伝えいと思います。
ムイト
　
オブリガード！
